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かけがえのない
　 いのち
　　　大切に
～３月は自殺対策
　　　強化月間です～

◎問い合わせ
　健康増進課　健康増進係　☎51-1234

　３月は１年の中でも自殺者が多い傾向にあります。就職や異動、進学、引っ越し、家族や友人との別れなど生活
環境が大きく変化し、ストレスを受けやすい時期にあたることも自殺者が増える要因と言われています。

◇神埼市の自殺の現状
　平成29年の全国の自殺者数は21,127人、佐賀県は130
人、神埼市は７人です。また、本市では、平成21年から29
年の９年間で69人が自殺で命をおとしています。特に、40
代から50代の働きざかりの男性に自殺者数が多い傾向にあ
ります。
　自殺は、多様かつ複合的な原因で、心理的に追い詰められ
た末の死であり、その多くが防ぐことができる社会的な問題
とされています。本市では、これまでの自殺対策に関する取
り組みを踏まえつつ、総合的に対策を推進するため「神埼市
いのち支える自殺対策計画」を３月中に策定します。

0

2

4

6

8

10

12

（人）

H21年

３

11

８

４

２

６

４

１
５

５

男性

５

８

３

11

７

２

９

８

８

７

７７

５

２

H22年 H23年 H24年 H25年 H26年 H27年 H28年 H29年

女性

※警察庁「自殺統計（自殺日・住居地）」（厚生労働省集計）

「こころの体温計」
メンタルヘルスチェックをしてみませんか？
　最近、こころや身体の疲れを感じていませんか。
　自分自身のこころの健康状態に目を向けてみましょう。

　パソコンや携帯電話で、チェックできます。簡単な質
問に答えるだけで、ストレス度や落ち込み度が分かるよ
うになっています。

【ホームページアドレス】
https://www.city.kanzaki.saga.jp/main/411.html

神埼市　こころの体温計

こころの状態が絵になって表示されます

▲ＱＲコード

ねこねこ
社会的な
ストレス
社会的な
ストレス

水槽のヒビ水槽のヒビ

対人関係の
ストレス
対人関係の
ストレス

住環境の
ストレス
住環境の
ストレス

自分自身の
ストレス
自分自身の
ストレス

結果画像（例）結果画像（例）
その他のストレスその他のストレス

水の透明度水の透明度

黒金魚黒金魚
赤金魚赤金魚

石石
落ち込み度落ち込み度
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不安や悩みを抱えている方へ

周りに悩んでいる人がいる方へ

　悩みを抱えている方に、市ではさまざまな相談を行っています。それぞれ専門の相談員が対応します。不安や悩
みは一人で抱え込まず、相談してみませんか。

　「ゲートキーパー」という言葉を知っていますか？
　ゲートキーパーとは、「命の門番」のことで、悩んでいる人に気づき、声をかけ、話を聞いて、必要な支援につなげ、
見守る人のことです。
　自殺予防では、悩んでいる人に寄り添い、関わりを通して「孤立・孤独」を防ぎ、支援することが重要です。私
たちは誰でも「ゲートキーパー」の役割を担っています。一人でも多くの人がゲートキーパーになり、それぞれの
立場でできることから行動を起こしていくことが自殺予防につながります。
　まずは、声をかけることから始めてみませんか。

こころの健康相談 生活や仕事の悩みの相談 いじめ・体罰・悩み等相談

不安 仕事 不登校借金 生活生活 いじめ心配

　臨床心理士が対応します。完

全予約制で、秘密は厳守します。

○相談日　３月29日（金）

　　　　　13：30 ～ 14：30

○場　所　

　神埼町保健センター等複合会館

◎予約・問い合わせ

　健康増進課　健康増進係

　☎51-1234

　仕事や生活のことでお困りの
方など、様々な理由で経済的に
お困りの方へ。専門の相談支援
員が、他の専門機関と連携し、
解決に向け、ともに考えます。
○相談日　月～金曜日（祝日除く）
　　　　　９：00 ～ 18：00
◎問い合わせ
　神埼市生活自立支援センター
　☎97-6730

　学校生活、家庭での心配ごと。

電話相談も対応します。

○相談日　月・木曜日（祝日除く）

　　　　　８：30 ～ 17：15

○ところ　

　千代田支所２- ３会議室

◎電話相談

　☎44-5622

気づき

見守りつなぎ

傾聴　　　　　　　　家族や仲間の変化に気づいて、
　　　　　　　　声をかける

　発言や行動の変化、体調の変化など、こころの悩み
やさまざまな問題を抱えている人が発する周りへのサ
インになるべく早く気づきましょう。変化に気づいた
ら、自分にできる声かけをしていきましょう。

　　　　　　　　温かく寄り添いながら、
　　　　　　　　じっくりと見守る

　身体やこころの健康状態について自然な雰囲気で声
をかけて、あせらずに優しく寄り添いながら見守りま
しょう。必要に応じ、キーパー
ソンと連携をとり、専門家に情
報を提供しましょう。

　　　　　　　　　早めに専門家に
　　　　　　　　　相談するよう促す

　こころの病気や社会・経済的な問題などを抱えてい
るようであれば、公的相談機関、医療機関などの専門
家への相談につなげましょう。相談を受けた側も、一
人では抱え込まず、プライバシーに配慮した上で、本
人の置かれている状況や気持ちを理解してくれる家
族、友人、上司といったキーパーソンの協力を求め、
連携をとりましょう。

　　　　　　　　本人の気持ちを尊重し、
　　　　　　　　耳を傾ける

　悩みを話してくれたら、時間をかけて、できる限り
相手の言葉に傾聴しましょう。話題をそらしたり、訴
えや気持ちを否定したり、表面的な励ましをしたりす
ることは逆効果です。本人の気持ちを尊重し、相手を
大切に思う気持ちを伝えましょう。

　その他、健康増進課では不安や心配ごとに対する相談を受付けています。（平日８：30 ～ 17：15　☎51-1234）



6市報かんざき 2019. ３月号

市長の部屋

第
２
次
神
埼
市
総
合
計
画
に
基
づ
く
ま
ち
づ
く
り（
総
務
企
画
部
）

　

第
２
次
総
合
計
画
に

基
づ
く
ま
ち
づ
く
り
実

施
計
画
内
容
の
報
告
を

各
部
か
ら
受
け
、
庁
内

検
討
の
上
、
平
成
31
年

度
の
取
り
組
み
等
を
ま

と
め
ま
し
た
。
今
回
は
、

総
務
企
画
部
の
具
体
的

取
り
組
み
案
を
報
告
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

た
だ
し
、
市
議
会
の
議

決
前
の
た
め
、
取
り
組

み
案
と
な
る
こ
と
を
前

も
っ
て
お
断
り
い
た
し

ま
す
。

　

最
初
に
、
市
政
運
営

全
般
に
わ
た
る
課
題

事
項
に
携
わ
る
職
員
数

で
す
が
、
合
併
当
初
は

２
８
１
人
で
ス
タ
ー
ト

し
、
そ
の
後
は
合
併
協

議
会
で
定
め
ら
れ
た
職

員
数
と
な
る
よ
う
に
定

年
退
職
者
数
と
新
規
採

用
職
員
数
を
見
合
わ
せ

な
が
ら
、
順
次
、
職
員

数
削
減
に
努
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。
そ
の
変
化

は
職
員
数
の
推
移
表
を

ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
一

目
瞭
然
で
あ
り
ま
す
。

　

定
め
ら
れ
た
職
員
数

で
神
埼
市
の
行
政
運
営

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
事
務
事
業
の
処

理
対
応
能
力
に
お
け
る

ベ
テ
ラ
ン
職
員
（
知
識

や
技
能
を
有
す
る
退
職

者
）
と
新
規
採
用
職
員

と
で
は
比
ぶ
べ
く
も
な

く
、
結
果
と
し
て
市
民

の
不
満
を
い
た
だ
く
こ

と
や
処
理
対
応
に
お
け

る
ケ
ア
レ
ス
ミ
ス
を
招

き
か
ね
な
い
状
況
が
見

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
市
民
の
皆
さ
ん
に
満

足
い
た
だ
け
る
よ
う
な

状
況
に
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
そ
の
後
は
最
小

限
の
職
員
増
の
検
討
を

図
り
、
今
日
の
職
員
数

２
７
２
人
（
２
月
末
現

在
）
で
、
市
政
運
営
に

当
た
っ
て
い
ま
す
。

　

今
日
の
複
雑
多
様
化

し
た
行
政
課
題
の
す
べ

る
べ
く
、
合
併
以
来
取
り
組
ん
で
き

た
「
職
員
に
よ
る
地
区
担
当
制
」
の

拡
充
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
自
治
体
間
競
争
と
言
わ
れ

る
今
日
の
行
政
課
題
に
も
、
職
員
の

総
力
を
結
集
し
て
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
総
務
企
画
部
に
お
け
る
取

り
組
み
（
抜
粋
）
は
、
左
表
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

（
１
）
定
住
促
進

　

本
市
の
人
口
減
少
の
課
題
は
、

す
で
に
お
知
ら
せ
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
深
刻
な
重
要
課
題
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
対
策
事
業
と
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
他
自
治
体
か
ら
の
転
入

者
を
奨
励
勧
誘
す
る
も
の
で
あ
り

ま
し
た
が
、
転
出
者
も
市
内
に
と

ど
ま
り
定
住
促
進
が
図
れ
る
よ
う

に
従
来
の
「
定
住
促
進
対
策
事
業
」

の
内
容
拡
充
を
図
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
さ
ら
に
進
む
核
家
族
化

は
家
族
世
代
間
の
絆
の
希
薄
化

を
生
じ
、
介
護
や
医
療
お
よ
び
子

育
て
な
ど
に
か
か
る
多
く
の
社
会

問
題
を
惹
起
し
て
い
る
も
の
と
思

う
こ
と
か
ら
、
三
世
代
（
四
世
代

を
含
む
）
が
相
互
に
支
え
合
え
る

家
族
の
在
り
様
を
求
め
、
推
奨
す

べ
く
新
規
の
「
若
者
応
援
家
賃
補

助
事
業
」
ま
た
「
三
世
代
・
新
婚

世
帯
同
居
・
近
居
促
進
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
」
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
ま
し
た
。
同
居
と
は
、

同
一
家
屋
に
限
定
せ
ず
、
同
一
宅

地
内
か
ら
同
一
小
学
校
区
内
に
生

活
す
る
こ
と
と
拡
大
解
釈
す
る
も

の
で
す
。
以
前
よ
く
耳
に
し
た

「
ス
ー
プ
の
冷
め
な
い
距
離
」
の

解
釈
と
認
識
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

て
に
、
最
小
限
の
職
員
で
満
足
い

く
サ
ー
ビ
ス
対
応
を
図
る
た
め
に

は
、
常
に
組
織
機
構
の
在
り
様
と

職
員
配
置
の
柔
軟
な
変
化
で
臨
む

よ
う
に
留
意
実
行
す
る
こ
と
が
重

要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、
組
織
機
構
も
適
宜
見
直
し
を

行
い
、
さ
ら
に
職
員
配
置
数
も
常

に
見
直
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

な
お
、ベ
テ
ラ
ン
職
員
等
の
減
数

お
よ
び
若
手
職
員
増
加
に
伴
う
能

力
の
減
退
に
対
し
て
は
、
職
員
一

人
ひ
と
り
の
技
術
力
、
知
識
力
の

向
上
を
図
る
べ
く
、
各
種
の
講
習

お
よ
び
研
修
会
等
へ
の
参
加
促
進

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
講

習
会
や
研
修
会
を
開
催
す
る
と
と

も
に
、
他
所
で
開
催
さ
れ
る
講
習

会
、
研
修
会
に
職
員
参
加
を
図

り
、
ま
た
、
私
自
身
を
含
め
、
職

員
自
ら
が
自
己
学
習
に
努
め
る
よ

う
促
進
し
、
も
っ
て
第
２
次
総
合

計
画
実
現
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
、
参
画
が

欠
か
せ
な
い
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
な
お
、
市
役
所
と
地

域
（
地
区
）
と
の
連
携
強
化
を
図

神埼市職員数の推移

年度 H18.3.20
合併時 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

職員数 281 282 276 274 262 258 262 257 258 262 265 266 274 276
退職者 1 8 14 23 13 13 12 19 15 11 11 13 14
採用者 0 2 7 14 9 10 10 20 12 16 11 17 15

※退職者および採用者は正規職員数。退職者は前年度における退職者数。
※職員数は各年度４月１日現在。職員数には期限付職員および再任用職員等を含む。

区分 事業名 区分 事業名

新規 若者応援家賃補助 新規 三世代・新婚世帯同居・近居
促進住宅リフォーム支援

拡充 定住促進対策 拡充 災害対策

継続 地域公共交通確保維持改
善事業費補助 継続 まちづくり市民活動支援

継続 ブランド創造 継続 ふるさと納税推進

継続 歴史文化遺産を活かした
まちづくり 継続 伊東玄朴記念館寄附募集

継続 公共施設（庁舎等）整備 継続 地方公会計制度整備活用
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な
お
、
被
害
に
遭
え
ば
人
命
救

助
は
当
然
、
支
援
物
資
が
必
要
と

な
る
こ
と
か
ら
、
災
害
支
援
物
資

の
備
蓄
基
地
と
し
て
の
ま
ち
づ
く

り
が
で
き
な
い
か
も
研
究
検
討
を

進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
５
）
財
政
そ
の
他

　

市
政
運
営
を
進
め
る
に
当
た

り
、
全
て
予
算
を
伴
う
も
の
で
す

が
、
必
要
な
も
の
（
説
明
で
き
る

も
の
）
は
大
胆
に
実
行
し
、
節
約

で
き
る
も
の
は
見
送
る
な
ど
、
財

政
運
営
の
鉄
則
に
基
づ
き
務
め
て

ま
い
り
ま
す
。
平
成
29
年
度
か
ら

地
方
公
会
計
制
度
の
財
政
分
析

が
、
全
国
統
一
の
ル
ー
ル
で
行
う

よ
う
開
始
さ
れ
、
こ
の
分
析
に
よ

り
得
ら
れ
た
成
果
を
も
と
に
今
後

の
財
政
運
営
に
活
か
し
て
ま
い
り

ま
す
。
同
時
に
、
分
析
の
結
果
は
、

そ
の
都
度
お
知
ら
せ
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
再
来
年
度
か
ら
市
の
下

水
道
事
業
会
計
で
は
、
企
業
会
計

の
考
え
方
を
取
り
入
れ
た
「
公
会

計
制
度
」
の
適
用
を
受
け
る
こ
と

と
な
る
の
で
、遺
漏
の
無
い
よ
う
し
っ

か
り
と
準
備
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

実
施
事
業
内
容
の
詳
細
に
つ
い

て
知
り
た
い
方
は
、
総
務
企
画
部

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
神
埼
市
長
松
本
　
茂
幸

（
２
）
移
動
手
段
の
確
保

　

モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
叫
ば

れ
て
か
ら
半
世
紀
を
経
過
し
、
一

人
一
台
を
所
有
す
る
車
社
会
の
中

で
、
公
共
交
通
の
バ
ス
路
線
は
赤

字
の
た
め
運
行
路
線
廃
止
が
図
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
運
転
免
許

証
所
持
者
の
高
齢
化
で
、
自
家
用

車
で
の
移
動
が
で
き
な
く
な
る
と

い
う
社
会
現
象
が
顕
著
に
な
り
、

住
民
の
移
動
手
段
確
保
が
大
き
な

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

先
に
実
施
し
た
「
市
長
と
語
る

会
」
で
は
、
た
く
さ
ん
の
方
か

ら
善
処
策
へ
の
要
請
を
受
け
、
平

成
30
年
度
か
ら
、
巡
回
バ
ス
運
行

の
改
善
策
、
免
許
証
返
納
に
か
か

る
支
援
対
応
策
等
に
つ
い
て
の
研

究
、
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、

す
べ
て
に
は
及
ば
ず
と
も
、
市
民

に
よ
り
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な

対
応
策
を
示
す
べ
く
、
さ
ら
に
研

究
、
検
討
を
重
ね
る
こ
と
が
必
要

と
考
え
て
い
ま
す
。
平
成
31
年
度

の
一
年
間
、
ご
辛
抱
を
お
願
い
し

ま
す
。
た
だ
し
、
運
転
経
歴
証
明

書
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
手
数

料
は
平
成
31
年
度
か
ら
補
助
で
き

る
よ
う
に
し
ま
す
。

（
３
）
ま
ち
の
活
性
化

　

ま
ち
の
活
性
化
に
つ
い
て
は
、

そ
の
人
の
立
ち
位
置
や
も
の
の
考

え
方
や
価
値
観
等
に
よ
っ
て
大
き
く

変
わ
り
ま
す
の
で
、
一
概
に
述
べ
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
総
務
企
画

部
に
お
け
る
活
性
化
の
事
業
と
し

て
、
さ
ら
に
取
り
組
み
強
化
を
図
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ブ
ラ
ン
ド
創
造
事
業
で
は
、
従
来

の
「
和
菱
」
の
焼
酎
、
ひ
し
ぼ
う
ろ

の
商
品
化
か
ら
、
さ
ら
に
、
商
工
会

と
の
連
携
を
は
じ
め
産
学
官
連
携
に

よ
り
、
お
茶
や
化
粧
品
へ
と
展
開
を

拡
大
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、
他
の
作
物

に
も
対
象
を
広
げ
、
選
択
と
発
見
に

取
り
組
み
、
新
た
な
６
次
化
ブ
ラ
ン

ド
の
創
造
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

挑
戦
し
て
い
た
だ
く
市
民
等
の
皆
さ

ん
へ
の
支
援
策
が
必
要
と
な
れ
ば
、

新
し
く
そ
の
支
援
制
度
の
創
設
も

前
向
き
に
取
り
組
む
覚
悟
で
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
爾
来
、
神
埼
市
は
、“
光

を
放
つ
、
光
が
当
て
ら
れ
た
地
域
”

で
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
地
域
に

眠
る
多
く
の
歴
史
文
化
遺
産
を
発
掘

し
、
整
理
し
、
保
存
と
活
用
に
努
め

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
こ
の

こ
と
で
昨
年
か
ら
準
備
を
行
っ
て
い

る
「
神
埼
情
報
館
整
備
事
業
」「
伊

東
玄
朴
記
念
館
寄
附
募
集
事
業
」
を

引
き
続
き
力
を
入
れ
て
臨
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
な
お
、「
歴
史
文
化
遺
産

を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
で

も
っ
て
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
郷
土

『
神
埼
』
を
知
る
こ
と
で
誇
り
を
抱

き
、
来
訪
者
等
に
語
り
伝
え
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、
広
く
各
種
講
座

等
を
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

（
４
）
災
害
対
策

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
よ
る
災
害
対

策
を
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
適
し
た
も

の
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
し
か
し

近
年
は
、
地
震
や
大
雨
に
よ
る
大
規

模
な
自
然
災
害
が
発
生
し
、
神
埼
市

で
も
い
つ
発
生
し
て
も
不
思
議
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
城

原
川
ダ
ム
の
早
期
建
設
と
河
川
改
修

事
業
の
促
進
は
時
を
待
て
ず
、
知
事

は
じ
め
県
議
お
よ
び
国
会
議
員
と
ス

ク
ラ
ム
を
組
み
、
要
請
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
そ
の
他
の
中
小
河
川
改

修
も
同
様
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
は
天
井
川
で
あ
る
城

原
川
と
田
手
川
に
囲
ま
れ
た
地
域
に

市
街
化
区
域
が
あ
り
ま
す
。
近
年
の

水
害
の
実
態
を
見
る
と
、
浸
水
地
域

に
お
け
る
そ
の
浸
水
位
の
上
昇
は
極

め
て
短
時
間
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
た

め
住
民
の
避
難
と
同
時
に
車
の
避
難

も
行
わ
な
け
れ
ば
、
生
命
の
危
険
と

住
民
の
移
動
が
で
き
ず
に
パ
ニ
ッ
ク

と
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
人

と
車
を
避
難
さ
せ
る
防
災
道
路
（
Ｒ

34
号
線
と
Ｊ
Ｒ
を
同
時
に
ま
た
ぐ
陸

橋
道
路
）の
建
設
を
要
請
す
る
た
め
、

佐
賀
大
学
と
の
連
携
で
研
究
を
既
に

行
っ
て
い
ま
す
。

市長交際費の公表
（平成31年１月分）

項目 件数 支出額（円）
弔　慰 1 5,000
御　祝 13 39,000
激　励 0 0
会　費 0 0
見舞い 0 0
その他 0 0

計 14 44,000

夜の市長室 どんなことでも構いません。
　皆さまの声をお聞かせください！

◎問い合わせ　総務課　秘書広報係　☎37-0088

　○今後の予定
と　き ところ

３月５日（火） 千代田支所
４月２日（火） 脊振支所

18：00 ～ 20：00（１組30分程度）
当日は来庁順です。

※お住まいの地区に関係なくお
越しいただけます。

※荒天などの場合は、開催の有
無をお問い合わせください。

　２月の神埼市役所開催分には、
３組３人が来庁されました。
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３月24日（日）９時スタート

　３月24日（日）、「さが桜マラソン2019」が開催されます。当日は、全国から約8,500
人のランナーが神埼市内のコース約11ｋｍを駆け抜けます。また、給水・給食所の運営、
沿道整理や応援演奏などで市内外から約500人がボランティアとして活動されます。
　吉野ヶ里歴史公園内では応援イベントを開催し、大会を盛り上げる予定です。ぜひ、
コース沿道や吉野ヶ里歴史公園へお越しいただき温かいご声援をお願いします。

○応援パフォーマンス
　出演　神埼高等学校吹奏楽部、神舞太皷
　時間　10：15 ～ 12：40（予定）

○応援パフォーマンス
　出演　神埼中学校吹奏楽部
　時間　10：00 ～ 12：00（予定）

　西郷の全25地区、鶴西、犬の目地区の皆さんが、コース周辺の花植えや清掃を行っていただいています。
　ランナーに桜だけでなくきれいな花も見てもらいながら、快適に楽しんで走ってもらおうと西郷地区区長会から
発案されました。

○応援パフォーマンス
　出演　千代田中学校吹奏楽部
　時間　10：10 ～ 13：00（予定）

○おふるまい
　そうめん（神埼そうめん協同組合）
　ぜんざい（神埼市食生活改善推進協議会）
　ゆるキャラ登場、応援イベントも行います！

みんなでランナーを応援して大会を盛り上げましょう！

吉野ヶ里歴史公園内

馬場ボデー前

沿道の花　野寄交差点～平ヶ里交差点

ふるさと大橋西

神埼市内の応援パフォーマンス・イベント

一緒に応援しよう！

吉野ヶ里歴史公園へ
お越しの皆さまへ

　ランナーが駆け抜ける吉野ヶ
里歴史公園内の県営公園側は、
大会当日無料開放デーです。車
でお越しの方は、「吉野ヶ里公
園西入口」交差点北の臨時駐車
場をご利用ください。


